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動的軽圧力測定器の一案
井 上 浩

Dynamical Tester fol' Smal1 Loads 
Hirosi INOUE 

1一、here are many pressure gauges of statical type， but dynamical tester for light pressure or 
small loads are 'Very few. We had to measure the contact pressure of the relay， and hence， Ol1e 

de'Vice has heen made hy the use of the quarz cry8ta1 oscillator whose frequency shows the 

Velγswall variations with the pressure betweell the electrodes. 

1. 緒 言

圧力測定器としては種々の考案がある。 大略静的な庄カ測定器か或は大たる匡カの測定器であり，

前者は天秤， スプリング， ロツシェル塩などを使用し， 後者は水晶， 茨素推を利用して居る。 筆者

等iま軽圧力を然も動的に圧力を測定する必要にせまられ， 7](晶板の加圧による振動周波数の変化を

利用するととにより或程度目的を達するととが出来たので 此の結果について報告して御参考に供し

たいと思う。

2. 測 定 原 理

水晶発振器の水晶の両電極聞に圧力を加えると発振周波数は若干変化を来たすととは， 他の機械

振動子の場合と同様である。 此の原因としては電極と水晶とが軽い接触をなして居る時には， 水晶

上の定常波ののり方lま ・様線路ほ類推され第一図aに示す様にたり， 電位は両電極で最小値Oとな

4書量l _ �淀 り電流lま此と位相900異にする。 もし7](品の両電極に加圧す

Yてーマ フ戸幹 ると， 最早自由表面の時とは異なり， 水晶の変歪の酬は電

ノ '. \極商より内部に移り， 加正するカが大友る程内部に移ると考
汚濁』五議 『 加尽宅建、、Jえられる。従って加庄しても 7](品が発振可能である時には加

第 1 図 庄するにつれて， 発振周波数が高くたる。 依って此の圧力の

変化に依る水晶の発振周波数の変化を標準発振器の周波数よりのヂれとして検知すると， 此の差周

波数より逆に加庄した正力を知ることが出来るわけである。 実際の差周波数は静的主主ものよりも動
的友ものが欲しいために， 差周波数を桓形波に変換して後， 波形をC， Rで徴分し衝撃波に変換す

る。続いて， 予め備えた低周波鋸歯状発振器の格子に此の

衝撃波を印加すると差周波数が大ならば鋸歯状波の周波数

高〈従って振巾は小さ〈たるもので， 従って圧力と或関係

を有する出カ波高を得， 此の波高を陰極鯨オシログラフに

て読めばよいとととなる。

此の加庄カを静的加重で更正しておけば， 此の水晶の振

巾確立が忠実に応動ずる小時間間隔まで動的圧力を知ると

とが出来る。 一例として実験に使用した同路を第二図に示

す。
事存 2 図
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3. 測 定 結 果

使用した水晶は5MCのもので， 水晶発振器を除き， 検波管の後に， 一定振巾(水晶を入れた時の

出力に相等しい)の他の発振器からの出カを入れ て ， 出力波高と周波数との関係を求めると第三図

dト に示す様にたる。

3 3震
一方水晶を電鍵の下に取付けて ， 静的加重に依り，

出力波高と加重との関係を求めると第四図に示す様に
や z なる。 此の場合 中

には加重の小な

る範囲は精密に穣3

100 抑 却 制 読取るととが出 1 Z
周波数例件} 来る。 此の発振

第 3 図 停止の がi重 は

2kgであった。 増巾器の特性を変化するととにより， 精箸iに

読取る加重範囲をカu減出来る。 此の様にして電鍵の圧力を動

的に測定した。

4. 結 言
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第 4 図
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水晶発振器の荷重に依る発振周波数の変化を利用した動的た軽圧力測定器に就 て謹ぺたが ， 水晶
加圧に依る履歴現象はたいが ， 測定毎に加重に依り更正しないと長時間後は期待してよいか ， 今後
の研究にまちたいと考える。

本研究は棒の衝突の問題に関連して扱ったもので ， 御指導を戴いた工学部長石原先生並びに東北
大学永井教授に御示Lを巾し上げると共に ， 製作に援助を受けた野尻正君に感謝の意を表わす次第で

ある。
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